
様式第１号（第５条関係）
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（該当する番号に○をつけてください）

１．生活保護法に基づく保護を停止又は廃止されたが依然生活が困難である。

２．市民税の非課税又は減免を受けている。

３．国民年金の保険料の免除を受けている。

４．国民健康保険税の減免又は徴収の猶予を受けている。

５．児童扶養手当の支給を受けている。

６．日雇い労働者で職業安定所に登録している。

７．所得が低く、生活に困窮している。

  （その他、伝えたいことがあれば、簡単にご記入ください。）

  （新小1・新中1の児童生徒の保護者さま） 就学援助（給食費の無償化等）を

□希望する □希望しない

0 0 0 0 0 0 0

新小1

新中1

年　　 　月　　 　日

本人

（申請者）

妻

別府　泉子

別府　花子

別府　八郎

別府　温子

　　　Ｓ××年  ××  月  ××   日

　　　Ｓ××年  ××  月  ××   日

　　　Ｓ×× 年  ××  月  ××   日

　　　H××年  ××  月  ××   日

身体障がい２級

次子

ＮＯ

新規 継続令和　年度　就学援助申請書

　湯の町１丁目

別府市教育委員会　教育長　あて　

　下記の児童・生徒について、就学援助を受けたいので理由を付して申請します。
　なお、就学援助の認定審査のため、地方税情報、児童扶養手当受給状況、生活保護受給状況その他必要事項を

　　　令和××年 　×月×日　　　申請者（保護者）　　　別府　市郎

申請者住所
別府市

　別府市教育委員会が関係機関に照会を行うことに同意します。援助が決定された場合は援助を受ける就学援助費のうち、

連絡可能な

連絡先(携帯）

（修学旅行費）の受領及び支払いに関する一切の権限を児童・生徒の所属校学校長に委任します。

父

長子

申

請

理

由

➡ 　ローン月額（　　　　　円　）　　家賃額（　　　　　円　）

中

学

生

　　　H×× 年   ×× 月   ××  日 中学校　２　年

　　　　年　 　　月　　 　日

小

学

生

三子 　　　H×× 年   ×× 月   ××  日 小学校 　１　年

　　　　年　　 　月　　 　日 小学校　　　年 

　　　　年　　 　月　　 　日 小学校　　　年 

上

記

以

外

の

家

族

別府

中学校　　　年 

　　　　年　　 　月　　 　日 中学校　　　年 

別府　市郎

氏　　名 続柄 生年月日 学校・学年・障がいの級等

小学校　　　年 

別府　温郎

別府　温郎

別府

　　　　年　 　　月　　 　日

受

給

方

法

(

１

か

２

を

選

択

)

担当者

確認

該当理由

番　　号
可 ・ 否就学援助の可否教育委員会記入センター

振

込

先

学校

普通・当座

委

任
申請者（保護者）    　　　　　　　　　　㊞ 学校長 印

口  座  番  号 ＊通帳の見開きページのとおりカタカナで記入してください。

口座名義人

（カタカナ）
ベツプ　イチロウ

本店・支店・営業

（支店番号　　　　　）

金 融 機 関 名 等【ゆうちょ銀行を指定する場合は必ず振込専用口座を記入】

令和　　年　　　月　　　日

　別府市学齢児童、生徒就学援助規則第8条第2項により、別府市より援助を受ける就学援助費のうち、

（学用品費等）の受領及び支払いに関する一切の権限を学校長に委任します。

  １．学校長を通じて現金支給を希望する。・・・・・以下の委任欄をご記入ください。

  ２．口座振込を希望する。

　　・・・・以下に振込先をご記入の上、通帳（見開きページ）かキャッシュカードの写しを添付してください。

支店名 べっぷ大分銀行金融機関名

預金種別

記入例

学校に提出する日

生計を同一にする小・中学生以外の家族全員を記入

申請者から見た続柄

受給方法「１」の場合記入。

自署・押印必須（コピー不可）

受給方法「２」の場合記入。

必ず自署（コピー不可）

生計を同一にする小・中学生以外の家族全員を記入

【７番で申請する

下記程度の障害がある方】

認定基準が変わりますので

ご記入の上、手帳等証明物の

写しを添付してください。

身体障がい者 1～3級

知的障がい者 A１・２、B１

精神障がい者／特別児童扶養手当

１・２級

訂正印は不要

【 注意 】

該当する番号に応じた

必要書類を必ず添付してください。

該当者はすべて同一の該当理由としてください。

入学準備金申請時

（入学前の10月ごろ）のみ記入


